
Millennium Development Goals (MDGs)……

だけでいい？ (Apr. 25, 2012) 

 国連MDGs 

 極度の貧困と飢餓の撲滅 

 普遍的な初等教育の達成 

 ジェンダー平等の推進と女性の地位向上 

 乳幼児死亡率の削減 

 妊産婦の健康状態の改善 

 HIV/エイズ，マラリア，その他の疾病の蔓延防止 

 環境の持続可能性を確保 

 開発のためのグローバルなパートナーシップの推進 



MDGsでは不十分かもしれない点 

 国際保健活動において 

 地域文化との折り合いをどうつけるか 

 環境的正義論(environmental justice)における人間中心主義
(anthropocentricism)と「自然の本源的優越性」 

 コンセンサス形成～公平性～Social Capital 

 エココモンズと在地リスク回避 

 マイナーサブシステンスの役割 

 災害保健において 

 最低限のレベルの人道支援が必要 

→Sphere Project (http://www.sphereproject.org/) 

(cf.) 高山義浩「トイレから考える被災地支援の最低基準」 

https://aspara.asahi.com/blog/border/entry/asszgtrJTO 



スフィア・プロジェクト 

Sphere Project 

 1997年発足 

 人道援助を行うNGOと，国際赤十字・赤新月運動が母体 

 国際人道法，国際人権法，難民法，「国際赤十字・赤新月
運動及び災害援助を行う非政府組織のための行動規範」
に基づく 

 『スフィア：人道憲章と災害援助に関する最低基準』 

 人道憲章：被災集団の権利を反映した法的・道徳的原則 

 権利保護の原則 

 ４つの主要な生命保護のための人道活動領域（給水・衛生・衛生
促進，食糧確保と栄養，シェルター・居留地・食物以外の物資，
保健活動）についてのコア基準と最低基準 



すべてのセクターに対応するコア基準 

 基準1：人々を中心とした人道対応 

 すべての被災者の参加が尊厳ある生存に不可欠 

 基準2：調整と協働 

 公平な人道行動に関わる他機関との調整 

 基準3：事前評価 

 災害の状況理解と人々の脆弱性評価の必要性 

 基準4：設計と対応 

 ニーズに基づく行動設計，被災者の満たされないニーズへの対応 

 基準5：成果，透明性と学習 

 対応の有効性，質，適切さの継続評価（モニタリング） 

 基準6：援助職員の成果  

 被災者に対して効果的な人道対応を提供するための適切な知識，
スキル，行動や態度を有する援助職員を雇用する（援助機関の）責
任と彼らが十分に活動できるように支援する責任 



給水・衛生・衛生促進の最低基準 

 給水，衛生，衛生促進(WASH) 

 Water supply, Sanitation and Hygiene promotionからWASHという 

 衛生的な生活習慣，安全な飲料水の供給，環境面における健康上
の危険の軽減，健康・尊厳・快適さ・安全を保ちながら生活できる環
境の促進を通して糞口感染による疾患蔓延を防ぐ 

 衛生促進 

 給水 

 し尿処理 

 人間の排泄物が無い環境，適切で十分な数のトイレ設備（区分けさ
れた用便区域→溝式トイレ→簡単な竪穴式トイレ→換気機能付き
改良型穴式トイレ→し尿分離する環境に優しい衛生設備→浄化槽） 

 病原体媒介生物対策 

 固形廃棄物管理 

 排水 



食糧の確保と栄養に関する最低基準 

 食糧の確保と栄養に関する事前評価 

 乳幼児の摂食 

 急性栄養失調及び微量栄養素欠乏症の管理 

 食糧の確保 

 食糧配給：基準1「一般的な配給要件」として，2,100 kcal/人/日，
総エネルギーの10%はタンパク，17%は脂肪から摂取，十分な
微量栄養素の摂取 

 現金・バウチャー配給 

 生計手段 



シェルター，居留地，ノンフードアイテムに
関する最低基準 

 シェルターと居留地 

 戦略的計画 

 居留計画 

 覆いのある生活空間 

 建設 

 環境への影響 

 ノンフードアイテム 

 個人，一般家庭及びシェルターをサポートするアイテム 

 衣料と寝具 

 調理器具と食器 

 ストーブ，燃料及び照明 

 道具類と固定具 



保健活動の最低基準 

 保健システム 

 保健サービスの提供，人材，医薬品と医療用品，衣料に関す
る財源，保健情報の管理，リーダーシップと調整 

 必須保健サービス 

 感染症対策 

 子どもの保健 

 性及び生殖に関する保健 

 負傷 

 メンタルヘルス 

 非感染症 


